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令和元年度 福岡市総合教育会議 

 

○日     時 

  令和元年１１月１３日（水）午前１０時３０分～１１時３０分 

○場     所 

  福岡市役所本庁舎１５階講堂 

○出  席  者（７名） 

  市    長  髙 島 宗一郎 

  教育委員会  星 子 明 夫（教 育 長） 

          木 本 香 苗       町     孝 

          菊 池 裕 次       原   志津子 

          武 部 愛 子 

○事  務  局 

  〔総務企画局〕 総務企画局長    企画調整部長 

  〔教育委員会〕 教育次長      理事 

          総務部長      教育環境部長 

          教育支援部長    指導部長 

          教育センター所長  事業管理部長 

 

議事次第 

１ 開会 

２ 市長挨拶 

３ 教育長挨拶 

４ 議事 

（１）協議事項 

  ア 令和元年度 取組みの進捗報告 

   ・福岡市立中学校における標準服のあり方検討について 

   ・ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）を活用した教育相談 

   ・小中学校における医療的ケア支援 

  イ 今後の方向性 

   ・児童生徒の学力向上の取組み 

   ・福岡市の特色ある教育 

   ・教育環境整備 

（２）その他 

５ 閉会 
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〇協議・調整が行われた事項 

（１）協議事項 

  ア 令和元年度 取組みの進捗報告 

   ①福岡市立中学校における標準服のあり方検討について 

     教育委員会から、標準服見直しの背景や新しい標準服の価格について説明し、意見

交換を行った。 

 

  （主な意見） 

   ・報道を含め、性的マイノリティへの適切な配慮がなされており、生徒が自由に選べる 

環境になったことが良かった。 

   ・検討プロセスに生徒が参加したことで、より良い標準服となった。 

 

 

   ②ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）を活用した教育相談 

     教育委員会から、ＬＩＮＥを使った教育相談の主な内容や件数について説明し、意

見交換を行った。 

 

  （主な意見） 

   ・いじめに関する相談もあったことから、児童生徒がＳＯＳを出し易い環境の整備と関

係部署等への円滑な連絡体制を構築することが肝要である。 

 

 

   ③小中学校における医療的ケア支援 

     教育委員会から、学校生活の流れの中で無理なく医療的ケアが実施できていること、

周囲の児童生徒も理解を示していること、医療的ケアを必要としている児童生徒の自

立心の育成に寄与できていることなどを説明し、意見交換を行った。 

 

  （主な意見） 

   ・医療的ケア児を持つ保護者の負担が軽減できている。 

   ・教師の安心感が児童らに良い影響を与えることに期待したい。 

 

 

 

  イ 今後の方向性 

   ①児童生徒の学力向上の取組み 

     教育委員会から、学力向上を図る各種取組の成果が出てきていること、今後、ＩＣ

Ｔの活用の幅をより広げる整備を行っていくことなどを説明し、意見交換を行った。 

 

  （主な意見） 
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   ・子どもたちの頑張りもあり、良い結果が出ているのだろう 

   ・「ふれあい学び舎」事業が、参加している児童の学力向上に繋がっているのであれば、

課題もあろうかと思うが拡充を考えるべきである。 

   ・教育委員会は、ＩＣＴの活用を含め、教員の指導力の底上げを支援すべきである。 

 

 

   ②福岡市の特色ある教育 

     教育委員会から、「ＩＣＴを活用した教育活動の充実」のために大規模な環境整備

を行うことを説明するとともに、プログラミング教育のデモンストレーションを行い、

意見交換を行った。 

 

  （主な意見） 

   ・ＩＣＴでしかできない形の授業の工夫ということを心掛けていただきたい。 

   ・今後、エンジニアの不足が進むので、興味を持っている子どもを伸ばしてあげられる

よう支援する必要がある。 

   ・ハードウェアの整備のみならず、教員のフォローアップにも注力すべき。 

 

 

   ③教育環境整備 

     教育委員会から、小中学校の空調整備状況や使用状況の説明、並びに、特別教室等

への空調整備の必要性について説明し、意見交換を行った。 

 

  （主な意見） 

   ・授業に支障をきたしている状況であり、早急な対応が必要。 

   ・学校は、災害時の避難所としての機能も有しているため、導入可能性を引き続き検討

してもらいたい。 

 

 

（２）その他 

   特になし 
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発言者 発言内容 
企画調整部長 
 
 

はい、少し時間が早いですけれども、お揃いでございますので、これより、
令和元年度福岡市総合教育会議を開催いたします。 
それでは開会にあたりまして、髙島市長よりご挨拶をお願いいたします。 

髙島市長 皆さま、おはようございます。 
教育委員の皆さま方には日頃から本市の教育行政に大変ご尽力いただい
ていることに、この場をお借りいたしまして、改めて感謝を申し上げたい
と存じます。 
昨日のことですけれども、八戸で子どもが切りつけられるという事件が発
生しております。本当に痛ましい事件です。 
福岡市でも今、民間企業の皆さんと連携をして、子どもたち全員に小さな
デバイスを配ってですね。子どもに万が一があったときとか居なくなった
ときに、すぐに場所が分かるような取組がスタートしたのですが、やはり
通学路、その見えない場所でのこうした事件をどう防げばいいのかという
のは非常に大きな課題ですし、こうした一つ一つを教訓にしながら、我々
の福岡市の子どもたちを守る対策にも繋げていくことが肝要かなという
ふうに考えてございます。 
さて、この総合教育会議でございますが、市と教育委員会が意思疎通をし
っかりと深めていきまして、教育の課題、あるべき姿というものを共有し
ながら、教育行政をより良いものにしていこうということで開催をしてい
るわけでございます。 
昨今、子どもたちを取り巻く環境というものは大きく変化をしてきていま
す。一番大きいのはスマホの登場です。そういうネット環境というものが
大きく異なってくるのだろうというふうに思っております。 
そうした意味では、親世代が経験をしていないようなことを子どもたちは
経験をしているわけで、なかなかそこにどのようにアプローチをしていけ
ばいいのか戸惑っている保護者の方もいらっしゃるかもしれません。 
逆にただ私たちはこうしたものをうまく利用しまして、子どもたちがＳＮ
Ｓを活用しているということで、例えばＬＩＮＥを使った相談窓口という
ものを新しく、今年度スタートいたしました。というのも、今年度の当初
予算は「サポートが必要な子どもたちのために」というテーマとしており
まして、そこでこのような取組をスタートしたわけでございます。 
他にも冒頭でも触れましたけれども、子どもたちに小さなデバイスを配っ
て、これを普段持ってもらうことによって通学路での安全を守っていこう
という取組でしたり、それから小・中学校で医療的ケアが必要な子どもた
ちを受け入れるための学校看護師の配置といった取組もスタートいたし
ました。さらに、小・中学校入学準備金を充実する。 
こんなことをいたしまして教育分野の強化を図ってきたわけでございま
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す。 
今日は会議の中でこうした取組のうち特に重要な部分について進捗を是
非、お聞かせをいただきたいというふうに思っております。また、今後の
学力向上の取組やそれから特色ある教育、また教育環境の整備などについ
ても、いろいろと意見交換できればというふうに考えてございます。 
目の前には新しい標準服がざっと並んでいます。７０年ぶりに変更される
ということで、教育委員会の皆さんと子どもたちが一緒になって、新しい
ものができたということです。これもこの総合教育会議の中でご議論いた
だいたことが形になったということで非常に良かったなというふうに思
っております。 
では、本日もどうぞよろしくお願いをいたします。 

企画調整部長 続きまして、星子教育長よりご挨拶をお願いいたします。 
星子教育長 それでは、教育委員会を代表いたしまして、ひとことご挨拶を申し上げま

す。 
令和最初の年でございますが、福岡市の教育も第２次福岡市教育振興基本
計画が完成しまして、新たなスタートの年となっております。「やさしさ
とたくましさをもち ともに学び未来を創り出す子ども」を目指す子ども
像に掲げ、その実現に向け教育委員会一丸となって取組を進めておりま
す。 
この２次計画は前計画に引き続きまして、市長が策定する「教育の振興に
関する施策の大綱」を兼ねるものとなっております。先ほど市長のご挨拶
にもありましたとおり、まさに市と教育委員会がスクラムを組んで、その
推進を図っていくことが大切であると考えております。 
さて、本日でございますが、先ほどもお話がございました標準服検討の報
告に加えまして、今年度、市長に後押しをいただき実施しております「Ｌ

ＩＮＥを活用した教育相談」と「小・中学校における医療的ケア支援」の
取組状況についてご報告したいと考えております。 
さらに、来年度から小学校で。また、令和３年度からは中学校で新しい学
習指導要領がスタートいたしますが、その中で「主体的・対話的で深い学
び」が強く打ち出されております。学習内容やそのツールも変化する中で、
本日は「ＩＣＴの活用」や「プログラミング教育」について、市長にも実
際にタブレット端末を体験いただきたいと考えております。 
市長と意見を交換し、教育行政のさらなる前進と充実につなげていきたい
と思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
また、八戸市の事件に関しましては、女子児童の一日も早い回復を心から
願っております。また、加害者が中学男子生徒ということでございますの
で、様々な背景もあろうかと考えられます。それらの情報を収集いたしま
して、福岡市の子どもたちのさらなる安全安心のために努めてまいりたい
と思います。 
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私からは以上です。 
企画調整部長 それでは議事に入ります。 

本日は次第にありますとおり、大きく２つの協議事項について意見交換を
予定しております。 
１つ目の協議事項「取組の進捗報告」につきましては、３つの項目をまと
めて教育委員会からご説明をいただいた後、意見交換を行うという形でお
願いいたします。また、２つ目の協議事項「今後の方向性」については、
項目ごとに教育委員会から説明をいただいたのち、意見交換を行うという
形で進めてまいりたいと考えております。 
なお、会議終了は 11 時 30 分頃を予定しておりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。 
それでは、１つ目の協議事項「令和元年度取組の進捗報告」でございます。
教育委員会事務局からご説明をお願いいたします。 

指導部長 資料１をお願いいたします。令和元年度の取組で３つの事業について、進
捗報告をさせていただきます。 
まず、福岡市⽴中学校における標準服のあり方検討につきましては、先ほ
ど市長のご挨拶でもご紹介いただきましたように、新しい標準服を会場に
展示しております。７０年ぶりの全面的な見直しとなっております。 
見直しの背景としましては、近年の気温上昇や国際化、性的マイノリティ
などの社会的課題や変化への対応などがあり、有識者だけではなく、生徒
の目線での検討を行ってまいりました。 
来年、令和２年４月の入学式では、６５校の中学校でいよいよ新しい標準
服を着用し、新入生が登校いたします。 
なお、残りの４校ですが、１校は校舎の新築に併せて標準服を一新した中
学校。１校は市に先駆けて標準服を検討・採用した学校。残り２校は、地
域関係者や保護者などから独自の標準服を望む意見が多く寄せられたた
めに独自の標準服を選択した学校となっております。 
また、新しい標準服の価格につきましては、本日展示されているものをご
覧いただきますと良い素材を使用しており、高いのではないかと思われる
かもしれませんが、保護者の経済的負担にならないように、これまでの詰
襟、セーラー服の価格と同等の価格帯に収まっております。 
次にＳＮＳ、ＬＩＮＥを活用した教育相談について説明いたします。 
もともと福岡市においては教育相談に力を入れており、福祉の専門家であ
るスクールソーシャルワーカーや心理の専門家であるスクールカウンセ
ラー、登校支援などをする児童生徒の専従対応をする教員、いわゆる不登
校対応教員の３者がチーム学校として子どもたちの支援に取り組んでい
るところでございます。 
それらに加え、若年層へのスマートフォンの普及やコミュニケーションの
手段がＳＮＳ中心になっている現状を踏まえ、ＬＩＮＥを活用した教育相
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談を開始いたしました。 
面談が苦手だけど誰かに悩みを相談したい子ども、なかなか声を挙げられ
ない子どもなどを早期に発見し、適切かつ円滑な対応に繋げていくことを
目的に取り組んでいるところでございます。 
最後に「小・中学校における医療的ケア支援」につきましては今年度、小
学校に学校看護師を配置し、児童の医療的ケアにあたってまいりました。 
児童が安心して通学できるように、また、保護者の負担が少しでも軽減す
るように、今後も継続的な体制について、検討を続けていきたいと考えて
おります。 
令和元年度の取組の進捗報告の説明は以上となります。 

企画調整部長 ありがとうございました。 
それでは、意見交換をお願いいたします。 

髙島市長 いずれの項目もしっかり取組を進めていただいているということで安心
したわけでございます。 
標準服のあり方につきましては、２年前のこの会議で皆さんと意見交換を
行ったわけでございますが、本当に形になりましたし、また、かっこよく
なって良かったと思います。 
男女問わずにどんな形でも選択をできるというので、これはＬＧＢＴとい
うこともあったのですが、今日マスコミの方もいらっしゃいますが、これ
を前面に出した形で報道してしまうと、女性で例えばズボンの方を選んだ
人はＬＧＢＴだというふうにならないように、そのＬＧＢＴというところ
を前面に出さない形で報道に配慮をお願いしておりました。それは報道の
皆さんも配慮いただいたおかげで、この新しい制服ができたときに、本当
に自由に選んでいいですよという形が前面に出たので、選ぶ方も自由に選
んでいただける環境になったというふうに思っていまして、本当に良かっ
たなと思います。 
この件について、例えばその生徒とか保護者の声とかいうのがもしあれ
ば、教えていただければと思います。 

指導部長 こちらから失礼いたします。 
サンプル展示会や生徒による検討委員会がございまして、その中で出され
た意見について紹介をさせていただきます。 
まず生徒による声としましては、「軽い」や「脱ぎやすい」というような
意見。また、「反射材が付いていて、夜の下校時も安全である」という意
見。また、校外では名札が隠せるようになっていますので、「隠せるのが
良かった」という意見がありました。また、保護者からは「女子がスカー
ト、キュロット、ズボンを選択できるようになったのはいい」とか、「ス
トレッチの素材がいい」、「洗濯もしやすいだろう」というような意見。ま
た、博多織伝統の献上柄が福岡らしいとか、市章ですね、福岡市の市章を
入れておりますデザインが、「ボタンのデザインがいい」というような意
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見があがっておりました。 
髙島市長 それからですね、ＬＩＮＥのほうでは相談受付件数が２１７件というふう

になっていますが、これは具体的に例えばどういう相談が多かったとか、
言える範囲内で教えていただければと思います。 

指導部長 相談内容につきましては友人関係や自分の心や体に関することなどが多
くございました。また、いじめ等に関することもありました。その他、教
職員との関係とか、学業のこと、恋愛といった相談もありました。 
また、性別では男子より女子が多く、男子が３６名に対し女子が１７６名、
不明が５名になりますが、女子のほうが多い傾向にございます。 
学校ごとでは小学校が２６件、中学校が１６６件と、また高校は１５件と
いうことで、中学校が圧倒的に多いという状況でございます。 
以上です。 

髙島市長 今お話の中で、いじめ関係の相談もあったというふうに話がありました
が、それは教育委員会としていじめについての対応をするというのは、も
ちろん職務の範囲内ですのでしっかりとやっていただきたいと思います
し、同時に親からの虐待分野についても、教育委員会というより保健福祉
局所管の話ではあるけれども、ＳＯＳを発する部分って意味で、このＬＩ
ＮＥとかの中でも家の中で居場所がないので、学校でそういうふうなＳＯ
Ｓみたいなものが出てくるとか、まずは出やすい環境をここでそういう話
をしてきたよという出しやすい環境を作っていただきたいし、そういうも
のがあったときはですね、スムーズに担当に繋いでいただくなど、そうし
たその学校外での虐待的な話もしっかり見逃さないようにぜひよろしく
お願いいたします。 
それから、医療的ケア児についてですが、保護者からの声を聞くと非常に
良かったという話で良かったなと思いますが、実際に子どもたちの教室で
の様子とかどんな感じでしょうか。 

指導部長 子どもたちの様子につきましては、学校生活の流れに応じまして、必要な
医療的ケアを学校看護師が行っている状況でございます。無理なく授業等
に参加できているというふうに把握しております。 
また、自分の体の状況、状態等に気づいて、自ら医療的ケアを行う場所に
行って、例えば「吸引お願いします」と学校看護師に伝える姿が見られて
おります。保護者が医療的ケアを実施しているときよりも、自分できちん
と管理するっていう自⽴心が高まった姿が見られて良かったと思ってい
るところでございます。また加えて、周りの子どもたちも理解を示してい
て、医療的ケアの時間になると声をかけて教えてくれるなど、「優しい心」、
「思いやりの心」の育成にも繋がっているというふうにとらえておりま
す。 
以上でございます。 

髙島市長 周りの子どもたちとはいい感じになっているというのはとても良かった
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なというふうに思いますし、そういう医療的ケアの子どもたちを含めて近
くにいろんな人が当たり前にいる環境ができるといいですね。 
私から以上ですが、教育委員の方からご意見等がございましたらお願いし
ます。 

武部委員 はい。医療的ケアのお子さんたちについて、学校現場でたくさん向き合っ
てきていますが、保護者の方がかなり、ほとんど終日、別室で待機されて
いたりということが今までだったのですが、それがまず無くなったという
ことで、お家の方がまずとっても楽になられたというのと、何よりも学校
の先生、教師が安心ですね。何かあったら、そこに繋げる、学校の中で繋
げられる。 
命に関わることですから、そういう意味で先生方の安心という気持ちが子
どもたちにすごく良い影響を与えていくんじゃないかなというふうに期
待しています。 

木本委員 医療ケアとは別件なのですけれども、制服の件で一言。 
保護者としては、今回のスタイリッシュな制服ということで価格面が非常
に気になっていたのですが、かなりメーカー側と協議を重ねて、値段的に
も現在の標準服と同等ということ。そして子どもたちが今回、製作プロセ
ス、検討委員会ですね、入ってもらったことで私もなるほどってと思った
のですけれども、男子学生が手許に付いているボタンがあたってカチカチ
するっていう音の件を触れてくれて、結果そのボタンが無い形が採用され
たんですね。 
下に展示されていますけれども、実はそのネクタイとかのカラー、色もで
すね、学校カラーに応じてとかそのような形でいろんな選択肢が増えてい
ます。 
来年の４月からまたこういう新しい制服が市内のあちこちで見られるっ
ていうのは楽しみかなっていうふうに思っています。 

武部委員 もうひとつだけ。 
ＬＩＮＥの件なのですけれども、昨日の事件のことがありましたので、Ｌ
ＩＮＥで相談して解決というところに行きつくかどうか分からないんで
すが、気持ちを言語化するということもすごく大事で、言語化できると行
動化しませんので、聞いてもらう。それがいつも誰かがいるわけではない
けれども、ＬＩＮＥに誰か、ＬＩＮＥで誰かに聞いてもらえる、言葉にで
きるということは、加害者側の主張を治めていくということにはすごく役
に⽴つと思うので、そういう意味で、そういうことを意識したＬＩＮＥの
活用というものをこれから考えていけるといいかなと思っております。 

髙島市長 よろしいでしょうか。 
では次の協議事項をお願いします。 

企画調整部長 はい。続きまして、２つ目の協議事項でございます。 
「今後の方向性」の「児童生徒の学力向上の取組」につきまして、教育委



10 

員会事務局から説明をお願いいたします。 
指導部長 資料２をお願いいたします。「児童生徒の学力向上の取組」について説明

させていただきます。 
初めに、平成３１年４月１８日に実施された「全国学力・学習状況調査」
の結果につきまして、小学校では国語が全国と同程度、算数は全国平均を
上回っている結果。中学校では、国語・算数・英語すべての教科で全国平
均を上回っている結果となっております。 
また、今回の調査で初めてパソコン端末を利用した、英語を話すことの調
査がございましたけれども、福岡市においては全国を大きく上回る結果と
なっております。 
次に資料２ページの、教育委員会が現在行っている学力向上の取組につい
て説明いたします。 
英語教育につきましては、小学校から中学校への系統的な英語指導を目指
し、小学校３・４年生に対してゲストティーチャー、小学校５・６年生と
中学校に配置しているネイティブスピーカーを活用しながら、活きた英語
の学習に取り組んでおります。 
平成２８年度から地域の方々の力を借りて、小学校３・４年生を対象に実
施している、放課後自主学習やふれあい学び舎事業につきましては、当初
３５校から始まり、平成３０年度からは市内すべての１４４校で実施して
いるところでございます。 
ＩＣＴの活用につきましては、令和元年度は小学校と高等学校、令和２年
度は中学校と特別支援学校すべての普通教室にＩＣＴの環境を整備して
まいります。 
また、教育用クラウドを構築しまして、令和２年２月から教員による自作
教材など、これまで個別に活用してきた優れた教材を全市で共有し、活用
していくこととしています。 
ＩＣＴの活用につきましては、プログラミングを含め、次の協議事項であ
る、「福岡市の特色ある教育」で説明させていただきます。 
最後に、ティームティーチングや習熟度別学習によるきめ細かな指導を行
うことにより、さらなる指導方法の工夫や改善を図り、児童生徒に対する
基礎基本の確実な定着や個に応じた学習指導の展開に努めてまいります。 
今後の方向性につきましては、資料に示しているとおりとなりますけれど
も、これまでの取組を今後も充実させることはもちろん、多様な学びをと
おして、学力の向上を目指してまいります。 
児童・生徒の学力向上の取組については以上となります。 
よろしくお願いします。 

企画調整部長 はい。それでは意見交換をお願いいたします。 
髙島市長 全国学力・学習状況調査の結果については、いい結果が出ているというこ

とで、教育委員会もしっかり取り組んでいただいたと思いますが、学校の
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先生、子どもたちが本当に頑張ったのだろうと思います。 
特に今年度、いろいろある事業の中でも「ふれあい学び舎事業」に力を入
れて、この事業を全校で実施するようになったということで、すごく期待
をしていたわけでございますが、実際、本当にその来て欲しい子ども達が
来てくれているのか、そして成果としてどうかというところを教えていた
だいてよろしいでしょうか。 

指導部長 まず「ふれあい学び舎」の成果といたしましては、３０年度全校で実施、
実現して、子どもたちは喜んで参加しているというところでございます。 
その中で、特に参加している子どもたちの学力が着実に伸びてきていると
いう結果が表れております。 
具体的には小学校３年生において、７月に実施しております福岡市独自の
学習定着度調査の算数の問題を１１月に同じものを実施したところ、７月
の平均データの子どもたちの結果が１１月においては、３年生で５ポイン
ト向上しているという結果になっております。 
また、小学校４年生では同じように調査した結果、４．９ポイント向上し
ておりまして、着実に子どもたちの力の伸びが見られているところでござ
います。 
また、６月に実施しております福岡市の生活習慣調査というものを、また
さらに１１月に再調査したところ、「自分で計画を⽴てて勉強をしている」
と回答した子どもたちの割合が４．２ポイント向上するなど、学習意欲の
点でも向上が見られるということで、着実な成果をあげていると認識して
おります。以上です。 

髙島市長 予想以上の成果が出ているというのはすごくいいことだと思います。 
ところで今の話の中で子どもたちが「喜んで」参加しているというお話が
ございました。私たちの⽴場からすれば、是非これに参加をして欲しいと
思うのですけれども、自分が子どもの頃でしたら、学校終わってまで勉強
したくないよっていうのが正直な気持ちでした。 
子どもたちが「喜んで」と表現したのは何に対して「喜んで」いるのでし
ょうか？ 

指導部長 子どもたちにとって、地域の方に個別に教えてもらえることで、分からな
かったところが分かったという意見が多くございます。子どもたちは、残
らされているというよりも、残って良いことがあると捉えているようで、
しっかりと分かって帰れるということで、希望数が多いというふうに考え
ております。 

髙島市長 いいですね、なるほど。 
地域の方は、教え方がなかなか上手ということですかね。 

指導部長 もう３年目になりまして、継続して関わっていただいている方もいらっし
ゃいます。また、教育委員会でも研修会を開き、教え方の留意点とかをお
伝えしながら、いろんな子どもたちに関わってもらっているという状況で
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ございます。 
髙島市長 例えば、逆に今後、もっと良くするためにこうしたほうが良いとか課題と

か、そんな見えてきたことはありますか？ 
指導部長 先ほどの子どもたちが希望しているという話と裏表になるのですけれど

も、希望する子どもたちの受け入れについて、１回に学び舎の学習の中で
人数制限しないといけない場合がございまして、参加したい子どもたちが
参加できない状況が見られるということです。あとは学校からは実施回数
を増やしてほしいという声も出ておりますので、それに応えていくなどの
指導体制について工夫していく必要があると考えています。 

髙島市長 それは、例えば地域で教える方のご負担とかがあるから回数ができないと
いうことでしょうか。せっかく自分で学びたいとか自分の子どもだったら
とても嬉しいことですので、どうぞどうぞと言いたいところですが、回数
を制限しないといけない理由は何なんですか。 

指導部長 週２回を原則としているところですけれども、様々な学校のいろんな活
動、行事との関係もございます。 
また、地域の方にお願いするにあたって、いま年間 80 回と回数を原則と
していますけれども、さらにお願いしないといけないといったところで、
今は 80 回、週２回ということで考えているところでございます。 

髙島市長 それは平均的にどこの学校ももっとやってほしいというニーズがあるの
でしょうか。それとも、学校によって偏っているのでしょうか。 

指導部長 学校によっては、偏っているという捉え方をしております。すべての学校
ではなくて、やはりその取組を充実させてきた学校ほどもっとやりたいと
いう声があがっているという状況でして、すべての学校が全部２回、３回、
４回ということではございません。ただし、そうやって増やしたい学校も
みられるというのは、考えていかなければいけないと思います。 

髙島市長 その実施回数の課題というのは、予算上の対応で解消する話なのでしょう
か？ 

指導部長 はい。 
髙島市長 分かりました。それではやりましょうよ。成果がでているのであれば新年

度予算にあげていただけたら、私は大いに賛成したいと思います。 
教育委員の皆さんのご意見がございましたらどうぞ。 

菊池委員 左のページに全国の状況が載っていますね。 
あの私としては、これからも英語教育はしっかりと予算をつけていただい
たので、初の英語の試験で非常に良い結果がでたということで、しっかり
予算をつけて施策を打っていけば、成果が上がると思っております。 
それからあの違う観点ですけれども、この学力が全国平均より少し上回っ
ているということで、満足していいのかという観点を持っています。と言
いますのは、この学力調査が始まったのが２００７年ですけども、そのあ
と２０１０年頃ですね。中学３年生のいわゆる都道府県ランキングがでま
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したよね。その中で当てはめていくと第６位なんですね。非常にこう、高
い順位だったということで。 
これはエビデンスであり、福岡市の子どもたちのポテンシャルがそこまで
あると認識しております。したがって、平均を上回っているということと、
この資料のように一気にこう学力が上がりましたよ、みたいな、そういう
取組をですね、新しい教育振興基本計画に基づいてやっていくべきじゃな
いかなと思っておりましたけれども、そういった意味ではふれあい学び舎
は良かったと思います。けれども基本やっぱり、教師の指導力だと思うん
ですね。学校の先生が本当にいい授業をしたら学力が上がってきますよね
と、そういったことに対する教育委員会の支援ですね、必要かなと思いま
す。 
もう１点はですね、学力について忘れてしまってはいけないのは、長期欠
席者が福岡市結構ございまして、不登校とカウントされる小・中学生１，
５００人くらいいます。そのうち１，０００人ぐらいが９０日以上欠席に
なっていますので、やはりこの、学校に来られていない子どもたちに対す
る、例えばＩＣＴを活用した遠隔授業とかですね。なんかこう手だてとし
て、学力を付けてあげるっていう手だてが、今後必要になってくるのかな
と考えております。 
以上です。 

髙島市長 今、最後におっしゃった長期欠席の子とか、もしくは長期じゃなくても短
期でも学校欠席すると１日分、授業１回分飛んでしまうので、次の協議事
項の中でもしかしたら話があるかもしれませんが、ＩＣＴの中でとにかく
いちばん上手い先生の授業を録画して、ＩＣＴで観られると。むしろそっ
ちのほうが分かるなんて言われないように、各学校頑張っていただきたい
と思います。予備校とかもそうですが、いちばん教え方が上手い先生のビ
デオを観てなるほどと。もしくは違う教え方も観たほうが腑に落ちる場合
もございます。これは休んだ場合だけではなくて、どの子どもたちも例え
ば学校や家で予習復習の感覚で観てさらに理解を深めるという点でもＩ
ＣＴの活用というのは結構できるのではないかと思ったりしています。 
せっかくこの流れですから次の協議事項である、ＩＣＴ教育にいきましょ
うか。 

企画調整部長 ２つ目の「福岡市の特色ある教育」について、説明をお願いします。 
指導部長 はい、それではスクリーンをお願いいたします。 

「福岡市の特色ある教育」のひとつとして、ＩＣＴ教育及びプログラミン
グ教育の今後について、ご説明させていただきます。 
今年度６月、福岡市教育委員会では、今後６年間の福岡市の教育の方向を
示す「第２次福岡市教育振興基本計画」を策定いたしました。 
基本計画の中で、特に重視する３つの教育方法を「福岡スタイル」として
示し、そのひとつに「ＩＣＴを活用した教育活動の充実」を掲げ、令和元
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年度には小学校と高等学校で、すべての普通教室に常設のプロジェクター
とスクリーンを設置。指導者用タブレットＰＣの整備、併せて、無線 LAN
の環境を整備してまいります。 
令和２年度には中学校と特別支援学校で同じように環境を整備し、ＩＣＴ
を活用した授業を全面的に実施することとしております。 
現在、4つの学校でこの「福岡スタイル」で示した ICT 環境を整備し、具
体的な指導について研究を行っているところでございます。 
また、教育専用の「Fukuoka TSUNAGARU Cloud」の中に授業に使える
動画を準備し、来年２月から各学校でこれらの動画を活用して授業に使え
るようにしてまいります。 
この中には授業の在り方等も含めまして、先ほど市長からもご意見いただ
きました、休んでいる子ども達にも活用できる動画にも続けていきたいと
考えているところでございます。 
また、令和２年度から全面実施となる小学校の学習指導要領では、新しい
時代に必要となる資質や能力の育成を目標としており、その大きな特徴の
一つとして、プログラミング教育の実施が示されております。 
一般的にプログラミングと聞きますと、プログラミング言語をイメージさ
れることがありますけれども、そうではなく、自分の意図した活動を実現
させるためには動きや記号をどのように組み合わせたらよいか、どのよう
に改善すればよいかといったこと考えるプログラミング的思考の育成が
目標とされており、プログラミングの学習を通して、子ども達に論理的思
考力を身につけさせてまいります。 
このプログラミングの学習につきましては、新しく採択した教科書では、
算数や理科の単元で取り扱われておりますが、総合的な学習の時間など、
さまざまな教科で子どもたちにプログラミングの良さを味わわせながら、
学習に取り組むようになっております。 
それでは、プログラミング教育の実際について、来年度から使用する小学
校の教科書をもとに説明させていただきます。 
５年生の算数では、プログラミングによって正多角形を実際に描く学習を
行ってまいります。 
子どもたちは、命令ブロックを選んで組み合わせたり、ブロックの数値を
変更したりしながら、ステージ上のキャラクターを動かすことができるソ
フトを使って学習していきます。 
例えば、スクリーンのプログラミングでは、「前に３センチ進みながら直
線をかく」の命令ブロックによってステージの左のキャラクターを前に３
センチ進ませ直線を描かせます。 
次に「９０度左に回転する」の命令ブロックによって、キャラクターを９
０度回転させます。 
次に「前に３センチ進みながら直線をかく」の命令ブロックによってキャ
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ラクターを３センチ進ませ直線を描かせます。 
子どもたちはこのように、命令ブロックを組み合わせ、試行錯誤しながら、
論理的思考力を発揮して学習していきます。 
それでは、本日は、市長、教育長をはじめ、教育委員の皆様にもプログラ
ミングを体験していただきたいと思います。それでは、準備をいたします
ので。 
（準備） 
キャラクターを動かして、1辺が３センチの正三角形を描くプログラミン
グとなります。 
中央にある命令ブロックを右に動かし、ブロックを組み合わせていきま
す。進む長さと回転する角度がポイントなりますので、命令ブロックの中
のいろいろ数字を打ち換えて、ブロックを組み合わせてください。 
命令を作り終えたら、左の「実行する」のボタンを押すと命令が実行され
ます。 
それでは、5分ほど自由にブロックを動かして、描いてみてください。 
なお、スクリーンのほうには学習のイメージとなる動画を流しておりま
す。 
（作業終了） 
では、そろそろ時間になりましたので、終わりにしたいと思います。 
このように子ども達は、キャラクターを意図した通りに動かすため、進む
方向や角度、命令ブロックの組み合わせ方など、何度もやり直しをしなが
ら命令を工夫することで、できたときの達成感やプログラミングの有用感
を味わい、情報を適切に活用する力を身に付けていくと考えております。 
次に、理科について説明いたします。 
理科の学習では、6年生の電気の働きで、明るさセンサーを使って明るさ
を測り、暗い時だけスイッチに命令を送り、発光ダイオードに明かりをつ
けるような回路を、プログラミングを使って作ります。 
ここでは明るさセンサーから無線で明るさの情報がタブレットに送られ
てきます。子ども達は、タブレット上で明るさセンサーから一定の明るさ
より暗くなったらスイッチを入れる、といったプログラミングを作りま
す。そして、実際にタブレットから暗くなった時にスイッチに命令が出さ
れることによって、発光ダイオードを光らせることができます。 
子どもたちはセンサーとパソコンやタブレット使って、自分が意図した仕
組みをつくることで、プログラミング的思考を身に付けることができま
す。 
プログラミングは様々な可能性があります。算数や理科以外にも、総合的
な学習の時間などいろいろな教科でも、子どもたちの問題解決力の育成に
向けて取り組んでまいります。 
このように令和２年度からの福岡市の教育は大きく変わります。 
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第２次福岡市教育振興基本計画のもと、新しく整備されたＩＣＴの環境を
生かし、授業改善を図り、子どもたちにプログラミング的思考をはじめ、
新しい時代に必要となる資質や能力を育成してまいります。 
以上で説明をおわります。 

企画調整部長 はい、それでは意見交換をお願いいたします。 
髙島市長 はい。我々もプログラミングを体験させていただいて、非常に貴重な経験

になったと思います。また、どういう形でプログラミングはできているの
かという構造をですね、仕組み若しくは考え方、こういうその秩序でモノ
が動いているのだということを体験するということは、子どもたちにとっ
ても非常に良い経験になると思います。教育していきながら子どもたちが
巣⽴って行って、自分で自⽴して生きていくために、その、今後、エンジ
ニアというものが日本の中でも非常に不足をしてくるという事態になり
ます。 
今、仕事というものがどんどん変わってきています。 
例えばちょっと私たちが小さい頃までは駅で切符の改札を切る人がいた
わけですね。電話は、繋げる人が電話の向こうにいて、繋いでくれたわけ
ですね。そういう仕事は今無いわけです。 
そういうように、いろんな技術の発達によって、今ある仕事がなくなった
り、また新たなニーズが生まれる中で、こうしたエンジニア、プログラミ
ング、人材というものはこれから大きく不足をしてくるわけです。 
親がそうした仕事をしてない人が今ほとんどである以上、学校で、この分
野に興味を持つ子どもたちが将来そういう選択をしていくっていう選択
肢を作っていくうえでも、非常にプログラミングは大事な教育だというふ
うに思っております。 
どうでしょう皆さん、体験した感想を教えていただければ思いますが。 

町委員 菊池先生と私の世代のプログラミングというと COBOL とか FORTRAN
とか、そういう難しいやつでした。やっぱり今回のように楽しみながらで
きるというのは、非常に良いことではないかなと思います。 
ひとつ意見を言わせていただきます。 
TALIS といいますが、国際教員指導環境調査の文科省のデータを見てみ
ますとですね。我が国は先生方がですね、ＩＣＴを使った教育でまあある
程度できるという人が２割ぐらいしかいないのです。ＯＥＣＤ４８ヵ国、
まあ調査は各国でされてましたけど。日本はブービー賞なんですね。だい
たい平均が６割弱あるんです。 
そういう意味では、日本は相当遅れてましてね。先ほど市長が Society 5.0
の新しい時代に向けて日本がどうあるべきかという、ちょっと３分ほどお
話をされたと思いますけれども。そういった部分で今からですね、この日
本がＩＣＴの、特に福岡市も含めてどうやってこれを活用して、世界に負
けないようなね、国づくりをしていくかというのは非常に大事なことだと



17 

思いますんで、この分野で子どもたちが興味を持ってやってくれる。特に
あの文系理系、理系が好きな人。私なんかは体育会系ですけど。そういう
部分でですね、理系にもうちょっと視点がいくような教育っていうのが大
事じゃないかなと思います。 

髙島市長 あの… 
町委員 あ、ちょっとすみません。 

去年から予算付けていただいて、ＩＣＴですね。遅ればせながら、今から
ぐっと福岡上がって行くと期待しております。 
ありがとうございました。 

髙島市長 実際に今、ＩＣＴの環境整備が先行してる４校では、どんな感じで行われ
ているのか。そんな学校の様子を教えていただけたらと思いますが。 

指導部長 実際に４校で取り組んでいる授業内容としましては、教科書の内容がデジ
タル化されたデジタル教科書を使って映像を流して授業を行うとか。 
また、先生方が自分たちで作った教材を共有しておりまして、サーバーに
それをストックすることによって活用するような取組を行っています。 
具体的な調査実績からは、ＩＣＴのその活用にどのくらいそのプロジェク
ター等を活用したかという調査をしましたところ、７８．５％の授業で何
らかの形でこのプロジェクター等を使って授業を行っているという状況
になっております。 
また、子どもたちからは９３％が「ＩＣＴを使った授業が楽しい」と回答
があったり、教員も９７％が「ＩＣＴの環境は授業に必要」だと回答して
いるような状況でございまして、１月からの整備とそれで授業がどう変わ
るかということを自分たちも楽しみにしているところでございます。 
以上です。 

髙島市長 子どもが楽しいと言うのであればそれはそれで、興味を持ってくれている
ということで良いと思いますが。 
ＩＣＴ、ただ単に教科書と同じものをスクリーンに映しただけだったら意
味が無いわけであって、やっぱりそれでしかできない形の授業の工夫とい
うことを心がけていただきたいと思います。それからあの、こうやって教
育の内容というか、タブレットの内容とかはアップデートされる。と同時
に先生もアップデートしなければいけないと思います。 
先生自体がもっと、親もですけど。親も先生も子ども以上にスマホを使い
こなせて、自分で失敗して、それで学んでいくっていうことがないと子ど
もに教えることができないので、年齢で区切るのはよくないですが、年配
の先生で例えば、私はもうこういうのはちょっと分からないとかいうよう
な方には放課後学び舎でですね、しっかり使い方をマンツーで教えてあげ
るなど、ひとりも取り残さない先生のアップデートを是非していただけれ
ばと思います。 

原委員 一言よろしいですか。 
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髙島市長 どうぞ。 
原委員 私もちょっとＩＣＴで言わせていただきたいのですけど。 

先ほどプログラミングをして、自分自身も体験してみて、これあの新学習
指導要領でやっぱりその自分達で積極的に授業に関わるということが求
められてる中で、すごくこう子どもたち自身も教えあったり、会話を通じ
てですね、授業で積極的に取り組める内容ではないのかなと思ってます。
動画を福岡市で作って、使って配信されるということなので、ぜひ子ども
たちの好奇心とかですね、知的な好奇心のところに火を付けていただきた
いと思います。 
あと、いま市長がおっしゃったように、指導力のある先生の動画などのコ
ンテンツに使われてですね。ノーベル賞の吉野さんの話ではないのですけ
れども、ローソクの話とかですね。ぜひ先生方にもそういうところを使っ
て、意欲を持ったですね、内容のソフトの充実のほうを図っていただいて、
子どもたちの好奇心を引き出して欲しい、すごくそういうところは期待し
てるんです。 
それと一緒にやっぱり先生方の働き方改革の中でのですね、その点をぜ
ひ。あの何というか、使えるところは使っていただいて、時間をわりだし
ていただいてですね、ぜひ授業とかそういうところで力を発揮していただ
きたいなというのがすごく強く希望いたします。よろしくお願いします。 

髙島市長 本来であればＩＣＴを使うということはそのフロー自体考えなければい
けないし、変わらなければいけなくて基本的に教える工夫とかそのアップ
デートはその教科書を作るところが一気にまとめてして、学校の授業はど
ちらかというとそれを基本としながらもフォローしていく。さらに分から
ないところを教えていくっていうような反転学習なんていうのもありま
すけれども。やり方は是非、アップデートで考えていただきたいと思いま
す。 
また、あのトップの子というか、これはすごくこの分野得意だなっていう
子がいたらですね、福岡市はあの最近、エンジニアカフェというものを作
りまして。先日、あの休日にお邪魔をしてみますと、ＬＩＮＥを使ってプ
ログラムをして実際の物を動かすみたいな、そういうプログラムに、おじ
さん達に混じって小学生の子どもも入って一緒にやっておりました。それ
も全然年齢に関係無く、興味がある人は誰でも参加できる環境がせっかく
福岡市にもありますので、もし興味があれば、そんなところにも繋いでい
くとかいうような形でどんどん伸びる子はどんどんさらに伸ばしていく
ようなことをしていただければと思います。 
では、次行きましょうか。 

企画調整部長 はい。３点目でございます。教育環境整備、学校環境の空調整備、につい
てでございます。説明をお願いします。 

教育支援部長 それでは、資料４の「教育環境整備（学校施設の空調整備）」についてご
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説明いたします。 
福岡市の小・中学校の空調整備状況でございますが、平成２６から２８年
度の３年間で市内の全小・中学校の普通教室に空調整備を行いました。 
各学校の空調使用につきましては、一定の使用基準を設けていますが、そ
の日の気温や児童生徒の実情に合わせ、学校長の判断による使用を認めて
いるところでございます。 
実際の使用状況につきましては近年、夏の暑さが長期化していることもあ
り、早い学校では５月上旬に使用開始。使用終了は、遅い学校では 10 月
上旬と長期にわたり使用されております。 
また、整備の効果といたしまして、学校からは、授業中の集中力が改善・
向上した、暑さによる体調不良を訴える児童生徒が減少している、などの
声があがっており、児童生徒が健康で安全な学校生活をおくることができ
ていると考えております。 
次に資料の右側の特別教室です。 
特別教室には、図書室・音楽室・理科室などがございますが、空調の整備
状況につきましては、円グラフに記載のとおりでございます。 
整備済みの教室は、具体的には小学校では図書室、パソコン教室、中学校
は、音楽室、図書室、パソコン教室でございます。 
次に学校施設を取り巻く環境でございます。資料の左下をご覧ください。 
まず気象面ですが、近年、全国では毎年続く猛暑や命に関わるような災害
級の大雨が頻発しております。また、世界的にも気温上昇が続くと将来予
測がされている中で、福岡市でも１００年あたりの年平均気温が上昇して
いたり、さらに真夏日も増加や長期化しています。 
その他、授業実施にあたり、夏季には猛暑のため特別教室である理科室で
の実験を控えたりするなど、学習面で様々な支障も出ています。 
さらには、学校の教室は地域防災計画において、高齢者や障がい者など、
避難に際して配慮が必要な方々のための福祉避難室として位置付けられ
ており、今後、災害発生時の避難所としての役割を果たすことも想定され
ているところでございます。 
最後に、右下の棒グラフでございます。 
これは文部科学省が行った全国の公⽴小中学校の空調整備状況調査の平
成２９年と令和元年を比較したものですが、全国的にも普通教室だけでな
く特別教室の空調整備を行う都市が増えてきている状況となっておりま
す。 
資料の説明は以上でございます。 

企画調整部長 それでは意見交換をお願いします。 
髙島市長 特別教室の方の話も出ましたが。 

普通教室に関しては全小中学校整備をして、早い段階で福岡市の場合取り
組みましたので、ちょうど去年の猛暑のときには福岡市はすでに全ての学
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校で普通教室は整備できているということで良かったわけです。 
特別教室を、もし整備することになった場合の課題はどういうことがある
のでしょうか。 

星子教育長 これは私の方からお答えさせていただきます。 
髙島市長 何かこの場が予算陳情の場になっていませんか。はい、どうぞ。 
星子教育長 様々な課題がございまして、やはり現在でも授業に支障が出てるというこ

とも間違いなく言えると思っております。 
特別教室で使用する場合はやっぱり、体調不良者を出さないというのが学
校の原則でございますので、夏は扇風機とか、冬はストーブを実際に運ん
でいるところもございます。 
また空調が実際整備されました普通教室のほうに道具を運んで特別の授
業をやるっていうことも行ってます。 
これ実際、私が目の当たりにしたことなんですが、ある小学校に２月に視
察に行ったときに、底冷えのする１階に理科室がございまして、そこで理
科の授業をしてたんですが。教員もそれから子どもたちも厚着、マフラー
やコート、手袋までして実際に授業してるっていうのを窓の外から見まし
て、やはり特別教室でもやっぱり厳しい環境で授業してるなっていうのは
感じたところでございます。 

髙島市長 はい、分かりました。 
実際に今の子どもたちは生まれたときからそもそも自宅に冷暖房があっ
て当たり前に生まれてきている子がほぼ９０かなり後半ぐらいになって
いるというような状況の中、エアコンが無いのは学校だけみたいな人とか
いる中で、異常気象の影響やまた災害時の避難所機能を兼ねている場合も
ありますので、調査結果を踏まえて、導入可能性の検討を進めていただけ
ればと思います。 
何かうまく乗せられたような気もしますが。 
他の委員さんはいかがですか。 

町委員 何でもいいですか？  
髙島市長 せっかくの場ですから、それ以外も含めてあれば、どうぞ。 
菊池委員 あの私のほうからは、あのもうちょっと期待するものとしてですね、クラ

ウド。資料３の「Fukuoka TSUNAGARU Cloud」。これ今回学校の公開週
間に合わせて、色々訪問したのですけど、校長先生方がとても期待してい
ると言われていまして。どのような内容が出てくるのかですね、楽しみな
のですが。 
この前、中学校に行ったときにですね。あの、教室に入らない子どもがい
て、でも保健室とか心の教室とか、そこにちゃんと座ってですね。礼儀正
しくしていた子がいて。じっとしていてもったいないなと思ったんです
ね。 
そういう子どもたちに授業風景そのままこう、教室の風景を映したら、勉
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強できるんじゃないかとつくづく思ったので。 
本当にこう、教室に入れない子どもたちとか学校に行けない子どもたちに
対して、こういった授業の内容を提供する。全国のクラウドでやっていた
だきたいなと思います。以上です。 

髙島市長 何か自由に、ほかにあれば。 
武部委員 すいません、失礼します。 

先ほどのプログラミングをやって、やらせていただいて。論理的思考です
ね。ＡＩとかはデータをたくさん使ってそれを論理的に組み合わせていろ
いろなものをどんどんやってくれるっていうことなんですけど。 
おそらく人間は、子どもたち、我々もですけど。論理的思考をしっかり身
に着けて、荒唐無稽ではない発想力っていうものを。そこが多分人間の最
後の砦だと思っていて、人間だから考える力があって、無から有を創り出
せると思っているので、その根拠になる論理的思考力というものを身に着
けるチャンスになるといいなというふうに思ってます。 

髙島市長 ありがとうございます。 
いま例えばＡＩ的話出ましたが、自動翻訳とかですね。日本語から英語に
するとか、いろいろそういうものも出てきています。 
ではグーグル翻訳とか使ったことありますでしょうか？ 
ああいうものでこう入れたときに自分の意図することがちゃんと英訳さ
れているのかというところを見て、まだもうちょっとかなとかね、思った
りする人もいるかもしれません。 
だいたいそういう場合はですね、その人が入力した日本語の表現がよくな
いんですね。これはあくまでもどんな日本語を入れたら自分の意図が正し
く翻訳されるかということを想像した日本語が使えれば、今の技術で十分
翻訳できるのですが、そこを考えていなくて、自分の都合で日本語を入れ
てしまうとよくないということです。 
こうした海外の人でも分かる日本語とか、翻訳機でも翻訳できる日本語と
か、こういうような発想が大事になってくるんですよね。 
また、論理的な思考を考えるのは、これからの数学というような形で、証
明とかなんですけれども。プログラミングって実はすごく論理的に物事を
こう発想していく上で力になってくれると思います。 
ご自由な話で。はい、どうぞ。 

木本委員 ひとつ関連して。 
学力の問題にも繋がってくるんですけども。全国学力状況調査、テストの
点数だけで計れない部分で今、事務局のほうでも分析していただいてるの
が、福岡の子どもたちに記述の力がちょっと弱いとかですね、無回答の欄
が多いという点数の裏側にある今の状況っていうのが見えてきています。
ですから、子どもたちが表現をするっていうひとつの手段として書く力で
あったり、論理的思考力にやはり繋がってくる部分ですので、その辺は底
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上げっていうのをしっかり授業の中で子どもたちの学びの中で取り組ん
でいくっていうことをこれからやっていきたいというふうに考えていま
す。 

髙島市長 記述力。確かにいま字書かないですもんね。自分を振り返ってパソコンで
打ちますもんね。 
点数だけではなくその裏の部分をしっかり、その内容というところを今、
お話いただいたこともご検討よろしくお願いします。 
どうぞ。 

町委員 最後にひとつだけ。 
今お話しあったように、パソコンを打たないんですね若い人。今は声入力
で情報取ったりしてますんで。そのため、社会人になっていきなり会社に
来て、パソコンでこれ入力しておいて言うと、叩ききらん子がいっぱいい
ます。 
だからやっぱり技術の進歩でそのぐらい変わるんだなということですが。 
先ほどらいあったように、文章力がですね、ものすごく不足しているのが
今の現状ですから、ぜひ国語力をね、ちょっと高めていくっていうことが
何においても基本ではないかなという感じがいたします。 
以上です。 

髙島市長 私も個人的に、個人的に思うのが、社会の授業でその首長のリコールとか
はとても詳しく教えて、もっと教えるべきこととして、例えば地域の自治
協議会とか民生委員、児童委員って何をしてるのかとか。街灯はどこの予
算を使っているのか。 
街灯の予算は、多分多くの方が、税金でと言うと思うんですね。実は自治
会費なんですね。 
こういう自治会とか自治協議会とか民生委員とか、たぶんその、社会との
接点、政治との最初の接点っていうところである。実はとても身近なこと
が社会の授業で教えられていなくて、衆議院の定数とか参議院の定数を覚
えるよりも大事なことの気がしていまして。そのような身近に自治会に入
る人が少ないとか、民生委員のなり手がないという話がすごく出てきてい
るのですが、それはそもそも何をしているのかを知らないのではないか、
確かに教えてもらったことが無いんです。ですから、本当は子どもたちの
頃から教育で習っておくと、実際そういう人にあったときにこの人はどう
いう人なんだと、繋がるのかなと思います。 
これは、福岡市だけの話ではなくて、全国の社会科の授業としてこういう
ことを取り入れたらいいのではないか。それが主権者教育でしたり、政治
っていう、政治とは言わなくても社会に参加をするっていうことが大事な
のかなって、個人的には思ったりもしています。 
ほか無ければ、事務局にお返ししますがよろしいでしょうか。 

星子教育長 一言お礼申し上げます。 



23 

市長、今日は本当にありがとうございました。市長からいただきました今
日のお話やお考えを、それを基に福岡市の子どもたちのために、教育委員
会一丸となって、これから施策に対し奮闘し、さらに加速してまいりたい
と思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

企画調整部長 はい、ありがとうございました。 
これで本日の議事を終了したいと思います。特にその他ございませんでし
ょうか。よろしいでしょうか。 
ではこれをもちまして、令和元年度福岡市総合教育会議を終了いたしま
す。ありがとうございました。 

 


